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か
、
財
務
事
務
の
執
行
が
公

正
で
能
率
的
に
な
さ
れ
て
い

る
か
、
効
率
的
な
行
政
の
実

現
に
向
け
て
、
市
民
の
目
と

し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

議
長　

大
和　
　

肇

　

こ
の
た
び
多
数
の
議
員
に

御
推
挙
を
い
た
だ
き
、
小
松

島
市
議
会
議
長
の
重
責
を
担

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
身

に
余
る
光
栄
で
あ
り
、
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で

あ
り
ま
す
。
な
お
、
今
議
会

は
、
さ
き
の
市
議
会
議
員
選

挙
に
よ
り
新
し
い
議
会
構
成

と
な
り
、
思
い
を
新
た
に
い

た
す
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
今
日
、
人
口
減
少

時
代
を
迎
え
、
少
子
、
高
齢

化
の
急
速
な
進
展
や
、経
済
、

治
安
、
環
境
等
、
様
々
な
分

野
で
課
題
が
山
積
し
、
社
会

構
造
が
大
き
く
変
化
し
て
お

り
ま
す
。
一
方
で
、
分
権
改

革
が
進
み
、
地
方
議
会
の
役

割
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
状
況
下
で
四
万
市
民
に

応
え
て
い
く
た
め
に
は
、
市

議
会
が
そ
の
役
割
を
し
っ
か

り
と
認
識
す
る
と
と
も
に
、

責
任
を
果
た
し
て
い
く
こ
と

が
何
よ
り
も
重
要
で
あ
り
ま

す
。
未
来
を
見
据
え
、
市
民

の
声
を
正
し
く
市
政
に
反
映

さ
せ
て
、
真
に
必
要
な
政
策

を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
市

民
の
代
表
で
あ
る
市
議
会
の

使
命
で
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
地
方
分
権
社
会
に
ふ

さ
わ
し
い
市
議
会
を
実
現
し

て
い
く
た
め
に
、
皆
様
と
力

を
合
わ
せ
、
誠
心
誠
意
、
努

め
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。
皆
様
の
御
支
援
、
御
鞭

撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

副
議
長　

天
羽　
　

篤

　

市
議
会
に
送
り
出
し
て
い

た
だ
い
て
、
二
十
五
年
目
を

迎
え
ま
す
。
初
め
て
の
重
責

に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

す
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生

か
し
て
、
一
層
活
発
な
議
論

が
さ
れ
る
よ
う
環
境
整
備
に

努
め
た
い
。
こ
れ
ま
で
委
員

会
の
公
開
、
本
会
議
の
生
中

継
な
ど
の
改
善
が
さ
れ
ま
し

た
。
市
民
対
象
の
議
会
報
告

会
、
広
聴
制
度
な
ど
市
民
に

開
か
れ
た
議
会
に
、
ま
た
、

議
会
運
営
に
つ
い
て
も
、
議

案
に
つ
い
て
、
議
員
間
の
自

由
討
議
制
導
入
な
ど
の
改
革

が
必
要
と
考
え
ま
す
。
そ
し

て
、
こ
れ
ら
の
改
善
と
あ
わ

せ
て
一
つ
の
条
例
に
ま
と
め

上
げ
た
い
。
そ
れ
が
議
会

基
本
条
例
で

す
。
制
定
に

向
け
て
、
議

会
内
に
勉
強

会
が
発
足
し

ま
し
た
。
ま

た
、
こ
の
条

例
に
市
民
か

ら
の
意
見
を

聴
取
す
る
こ

と
を
盛
り
込

み
た
い
。
議

会
の
英
知
を

結
集
し
て
、

「
議
会
が
何

を
し
て
い
る
か
よ
く
わ
か

る
。」
を
目
標
に
、
条
例
を

つ
く
り
上
げ
た
い
。

　

任
期
満
了
に
伴
う
市
議
会
議
員
選
挙
が
、
去
る
四
月
二
十
二
日
に
行
わ
れ
た
。
今
回
の

選
挙
は
、
前
回
よ
り
更
に
二
名
減
の
定
員
十
九
名
に
対
し
、
二
十
名
の
立
候
補
者
に
よ
る

少
数
激
戦
が
展
開
さ
れ
、
新
人
五
名
を
含
む
議
員
が
選
出
さ
れ
た
。
五
月
十
五
日
に
、
第

一
回
の
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
、
正
副
議
長
の
選
出
、
各
委
員
会
の
構
成
、
監
査
委
員
の
選

任
の
同
意
な
ど
が
行
わ
れ
、
新
議
会
の
活
動
が
始
動
し
た
。

市民の負市民の負託に
決意新た決意新た新体制決定新体制決定

　

大
和　

肇 

議
長

　
　
　

天
羽　

篤 

副
議
長

北野　恒男監査委員 天羽　篤副議長　　　大和　肇議長

監
査
委
員　

北
野　
恒
男

　

六
月
定
例
会
に
お
き
ま
し

て
、監
査
委
員
に
選
任
さ
れ
、

責
任
の
重
さ
を
感
じ
て
お
り

ま
す
。

　

市
の
財
政
は
、
非
常
に
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
中

に
あ
っ
て
、
行
政
需
要
が
ま

す
ま
す
複
雑
多
様
化
し
て
お

り
ま
す
。
与
え
ら
れ
た
職
務

を
通
じ
、
住
民
福
祉
の
増
進

の
た
め
、
最
小
の
経
費
で
最

大
の
効
果
を
上
げ
て
い
る

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

市民の負市民の負託に
決意新た決意新た新体制決定新体制決定市民の負託に
決意新た新体制決定
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委 員 会 構 成
　

所
管
部
門
は
、
総
務
部
・

運
輸
部
（
バ
ス
）・
水
道
部
・

会
計
課
・
消
防
防
災
関
連

事
項
・
及
び
他
の
委
員
会

の
所
管
し
な
い
事
項
で
あ

る
。

　

三
位
一
体
改
革
後
、
税

源
移
譲
の
不
十
分
さ
等
に

よ
る
厳
し
い
財
政
状
況
の

下
、
市
民
の
た
め
の
行
政

の
あ
り
方
を
、
全
般
的
に

見
極
め
て
い
く
の
が
任
務

で
あ
る
。

委　
員　
長　

米
﨑　
　

孝

副
委
員
長　

髙
木　

幸
次

委　
　

員　

宮
崎　

欽
司

委　
　

員　

佐
野　

善
作

委　
　

員　

立
川　

邦
男

委　
　

員　

北
野　

恒
男

委 員 会委 員 会 構 成委 員 会 構 成
総務常任委員会文教厚生常任委員会産業建設常任委員会

　

所
管
部
門
は
、
市
民
環

境
部
・
保
健
福
祉
部
及
び

教
育
委
員
会
で
あ
る
。

　

現
在
の
環
境
問
題
と
し

て
は
、
処
理
作
業
の
遅
延

で
野
積
み
さ
れ
た
廃
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
が
、
環
境
汚
染

等
、
市
民
生
活
へ
の
悪
影

響
を
及
ば
さ
な
い
の
か
を

検
証
し
て
い
る
。

　

学
校
教
育
の
あ
り
方

等
々
、
山
積
す
る
諸
課
題

の
解
決
に
鋭
意
努
力
を
し

て
い
る
。

委　
員　
長　

木
村　

文
彦

副
委
員
長　

井
村　

保
裕

委　
　

員　

出
口
憲
二
郎

委　
　

員　

大
木　
　

進

委　
　

員　

宝　
　
　

覚

委　
　

員　

石
原　

正
裕

　

所
管
部
門
は
、
産
業
建

設
部
（
競
輪
局
、
下
水
道

室
を
含
む
）
及
び
農
業
委

員
会
と
な
っ
て
い
る
。

　

市
営
住
宅
へ
の
入
居
希

望
者
が
依
然
多
数
お
ら
れ

る
状
況
下
、
新
築
・
補
修

等
住
環
境
の
整
備
を
、
ま

た
、
現
在
建
設
中
の
下
水

道
事
業
は
ど
う
あ
る
べ
き

か
等
、
多
岐
の
懸
案
を
所

管
し
て
い
る
。

委　
員　
長　

井
内　

建
治

副
委
員
長　

安
平　

剛
之

委　
　

員　

天
羽　
　

篤

委　
　

員　

武
田　
　

清

委　
　

員　

濱
田　

保
徳

委　
　

員　

池
渕　
　

彰

議
会
運
営
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

　

各
派
・
グ
ル
ー
プ
を
代
表

す
る
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ

る
本
委
員
会
は
、
議
会
の
諸

般
の
運
営
を
ス
ム
ー
ズ
に
運

営
す
る
た
め
、
議
長
と
共
に

議
会
運
営
に
関
す
る
事
項
を

協
議
・
調
整
し
て
い
る
。

委　
員　
長　

出
口
憲
二
郎

副
委
員
長　

石
原　

正
裕

委　
　

員　

天
羽　
　

篤

委　
　

員　

井
内　

建
治

委　
　

員　

米
﨑　
　

孝

委　
　

員　

宮
崎　

欽
司

委　
　

員　

大
和　
　

肇

人
権
啓
発
特
別
委
員
会

人
権
啓
発
特
別
委
員
会

人
権
啓
発
特
別
委
員
会

　

本
委
員
会
は
、
人
権
啓
発

の
推
進
に
つ
い
て
各
種
事
項

の
調
査
研
究
を
す
る
た
め
の

委
員
会
で
あ
る
。

委　
員　
長　

髙
木　

幸
次

副
委
員
長　

木
村　

文
彦

委　
　

員　

天
羽　
　

篤

委　
　

員　

井
内　

建
治

委　
　

員　

宮
崎　

欽
司

委　
　

員　

武
田　
　

清

行
財
政
改
革
特
別
委
員
会

行
財
政
改
革
特
別
委
員
会

行
財
政
改
革
特
別
委
員
会

　

本
委
員
会
は
、
財
政
状
況

一
段
と
厳
し
い
本
市
の
財
政

状
況
の
基
、
行
財
政
の
改
革

を
い
か
に
取
り
組
む
か
、
調

査
研
究
す
る
た
め
の
委
員
会

で
あ
る
。

委　
員　
長　

大
木　
　

進

副
委
員
長　

出
口
憲
二
郎

委　
　

員　

米
﨑　
　

孝

委　
　

員　

大
和　
　

肇

委　
　

員　

宝　
　
　

覚

委　
　

員　

石
原　

正
裕

委　
　

員　

井
村　

保
裕

委　
　

員　

池
渕　
　

彰

議
会
広
報
特
別
委
員
会

議
会
広
報
特
別
委
員
会

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　

本
委
員
会
は
、
各
回
定
例

会
に
お
け
る
議
員
の
質
問
内

容
や
各
委
員
会
で
の
審
査
状

況
な
ど
を
お
伝
え
し
て
い
る

議
会
だ
よ
り
「
や
ま
も
も
」

の
編
集
を
初
め
、
議
会
広
報

に
関
す
る
事
項
を
調
査
す
る

た
め
の
委
員
会
で
あ
る
。

委　
員　
長　

立
川　

邦
男

副
委
員
長　

出
口
憲
二
郎

委　
　

員　

天
羽　
　

篤

委　
　

員　

佐
野　

善
作

委　
　

員　

大
和　
　

肇

委　
　

員　

北
野　

恒
男

委　
　

員　

安
平　

剛
之

委　
　

員　

濱
田　

保
徳

委　
　

員　

井
村　

保
裕

委　
　

員　

池
渕　
　

彰

小
松
島
市
外
三
町
村

小
松
島
市
外
三
町
村

衛
生
組
合
議
会
議
員

衛
生
組
合
議
会
議
員

小
松
島
市
外
三
町
村

衛
生
組
合
議
会
議
員

　

本
市
と
、
上
勝
町
、
勝
浦

町
、
佐
那
河
内
村
で
構
成
す

る
衛
生
組
合
（
し
尿
処
理
施

設
・
し
ら
さ
ぎ
浄
園
）
の
議

会
を
構
成
す
る
、
本
市
選
出

の
議
員
で
あ
る
。

議　
　

長　

大
和　
　

肇

議　
　

員　

米
﨑　
　

孝

議　
　

員　

佐
野　

善
作

議　
　

員　

出
口
憲
二
郎

議　
　

員　

木
村　

文
彦

議　
　

員　

武
田　
　

清

議　
　

員　

濱
田　

保
徳

議　
　

員　

池
渕　
　

彰
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井
内　

建
治　
委
員
長　

総
務
常
任
委
員
会

第
一
条　

こ
の
条
例
は
、
市

長
及
び
職
員
の
職
務
に
係

る
倫
理
の
保
持
に
資
す
る

た
め
必
要
な
措
置
を
講
ず

る
こ
と
に
よ
り
、
職
務
の

執
行
の
公
正
さ
に
対
す
る

市
民
の
疑
惑
や
不
信
を
招

く
よ
う
な
行
為
の
防
止
を

図
り
、
も
っ
て
公
務
に
対

す
る
市
民
の
信
頼
を
確
保

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
三
条　

市
長
は
、
市
民
の

負
託
と
信
頼
に
こ
た
え
る

た
め
、
自
ら
の
権
限
と
責

務
を
深
く
自
覚
し
、
常
に

高
い
倫
理
を
保
持
し
、
公

正
か
つ
公
平
な
市
政
の
運

営
及
び
市
民
福
祉
の
増
進

に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

第
三
条
第
三
項　

市
長
は
、

市
民
の
疑
惑
や
不
信
を
招

く
よ
う
な
行
為
を
し
て
は

な
ら
ず
、
特
に
市
が
行
う

工
事
の
請
負
契
約
等
に
つ

い
て
、
金
品
の
授
受
に
か

か
わ
ら
ず
、
特
定
の
事
業

者
等
を
推
薦
し
又
は
紹
介

す
る
等
有
利
な
取
扱
い
を

し
て
は
な
ら
な
い
。

第
四
条　

職
員
は
、
市
民
全

体
の
奉
仕
者
で
あ
り
、
市

民
の
一
部
に
対
し
て
の
み

の
奉
仕
者
で
は
な
い
こ
と

を
自
覚
し
、
職
務
上
知
り

得
た
情
報
に
つ
い
て
市
民

の
一
部
に
対
し
て
の
み
の

有
利
な
取
扱
い
を
す
る
等

市
民
に
対
し
不
当
な
差
別

的
取
扱
い
を
し
て
は
な
ら

ず
、
常
に
公
正
な
職
務
の

執
行
に
当
た
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

第
四
条
第
二
項　

職
員
は
常

に
公
私
の
別
を
明
ら
か
に

し
、
い
や
し
く
も
職
務
や

地
位
を
自
ら
や
自
ら
の
属

す
る
組
織
の
た
め
の
私
的

利
益
の
た
め
に
用
い
て
は

な
ら
な
い
、
等
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
、
平

成
二
十
年
一
月
一
日
か
ら
施

行
。
た
だ
し
、
第
八
条
第
二

項
（
倫
理
審
査
会
の
意
見
を

聴
く
）、
第
十
二
条
（
委
員

の
指
名
、
委
員
の
人
数
及
び

任
期
等
）
の
規
定
は
、
十
九

年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
（
一
部
抜
粋
）

　

小
松
島
市
公
務
員
倫
理
に
関
す
る
条
例
を
制
定

　

地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴
い
、「
助
役
」
を
「
副
市
長
」
に
、

　
「
収
入
役
」
を
「
会
計
管
理
者
」
に
変
更
す
る
た
め
の
条
例
を
制
定

　

本
委
員
会
は
、
今
期
定
例

会
に
付
託
さ
れ
た
十
九
年
度

一
般
会
計
予
算
（
百
三
十
四

億
八
千
五
百
万
円
）
案
を
軸

に
、
以
下
二
十
三
議
案
を
審

査
し
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

し
た
。

　

な
お
、
三
月
定
例
会
で
の

住
民
か
ら
の
請
願
・
陳
情
の

提
出
は
な
い
。

　

主
た
る
議
案
は
次
の
と
お

り
。

○
水
道
事
業
会
計
予
算

○
自
動
車
運
送
事
業
会
計
予

算
○
副
市
長
の
定
数
を
定
め
る

条
例
の
制
定

○
収
入
役
を
置
か
な
い
条
例

を
廃
止
す
る
条
例

○
公
務
員
倫
理
に
関
す
る
条

例
の
制
定

○
市
税
賦
課
徴
収
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

○
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
市
長
・
助
役
・
教
育
長
の

給
与
条
例
を
改
正
す
る
条

例

常
任
委
員
会
だ
よ
り

常
任
委
員
会
だ
よ
り

常常
任
委
員
会
だ
よ
り

任
委
員
会
だ
よ
り

●
平
成
十
九
年
三
月
定
例
会

小松島市役所庁内
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出
口　

憲
二
郎　
委
員
長　

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　

民
生
費
９
％
増
（
対
前
年
比
）、
衛
生
費

　

15
・
３
％
減
（
同
）、
教
育
費
４
％
減
（
同
）

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

宮
崎　

欽
司　
委
員
長　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

公
共
下
水
道
施
設
事
業
費

九
億
円
余
り
減
額

　

今
期
定
例
会
に
お
い
て
付

託
さ
れ
た
、
平
成
十
八
年
度

小
松
島
市
一
般
会
計
補
正
予

算
歳
出
の
う
ち
、
農
林
水
産

業
費
、
商
工
費
、
土
木
費
、

平
成
十
八
年
度
小
松
島
市
公

共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
、
平
成
十
九
年
度
小

松
島
市
競
輪
事
業
特
別
会
計

予
算
、
那
賀
川
北
岸
地
域
湛

水
防
除
施
設
組
合
規
約
の
変

更
に
つ
い
て
、
小
松
島
市
公

共
下
水
道
事
業
勢
合
雨
水
ポ

ン
プ
場
建
設
工
事
、
請
負
契

約
の
締
結
、
変
更
に
つ
い

て
、
公
共
下
水
道
根
幹
的
施

設
の
建
設
工
事
委
託
に
関
す

る
基
本
協
定
の
変
更
に
つ
い

て
、
審
査
し
た
。
採
決
の
結

果
、
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
し
た
。

○
防
衛
施
設
周
辺
整
備
事
業

一
億
二
千
五
百
一
万
三
千

円

○
和
田
島
公
営
住
宅
十
四
号

棟
建
設
事
業
、
二
階
建
、

十
二
戸　

一
億
八
百
十
七

　

万
四
千
円

○
ふ
る
さ
と
農
道
整
備
事

業
、
田
浦
町
原
田
地
区
、

二
千
八
百
万
円

○
地
域
農
業
振
興
事
業
と
く

し
ま
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
展
開

整
備
事
業
一
千
百
五
十
万

円
○
豊
栄
団
地
内
道
路
整
備
工

事
一
千
万
円

○
公
共
下
水
道
事
業
勢
合
雨

水
ポ
ン
プ
場
建
設
工
事
に

つ
い
て
は
、
既
決
工
期
平

成
十
八
年
三
月
二
十
八
日

　

本
委
員
会
は
、
平
成
十
九

年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
案

を
中
心
に
十
二
議
案
を
審
査

し
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お

り
可
決
し
た
。
以
下
、
平
成

十
九
年
度
各
会
計
予
算
の
概

要
を
記
す
。

○
一
般
会
計
当
初
予
算
、

百
三
十
四
億
八
千
五
百
万

円
、
う
ち
民
生
費
、
四
十

　

六
億
五
千
七
百
八
十
万
円
、

衛
生
費
、
十
三
億
八
千
八

　

百
四
十
二
万
円
、
教
育
費

九
億
七
千
九
百
三
十
六
万

円
。

○
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付

　

事
業
特
別
会
計
予
算
、
二

　

億
六
千
九
百
七
十
四
万
円
。

○
老
人
保
健
医
療
事
業
特
別

　

会
計
予
算
、
四
十
二
億
七

　

千
八
百
八
十
二
万
円
。

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

予
算
、
四
十
四
億
八
千
四

　

百
十
八
万
円
。

○
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

三
十
八
億
六
千
百
五
十
一

　

万
円
。

　

か
ら
平
成
十
九
年
三
月
三

　

十
日
、
既
決
請
負
金
額
一

　

億
九
千
九
百
五
十
万
円
、

　

変
更
請
負
金
額
二
億
九
十

　

一
万
八
千
五
百
五
十
円

○
小
松
島
市
公
共
下
水
道
根

幹
的
施
設
の
建
設
工
事
に

つ
い
て
は
、
既
決
着
手
平

　

成
十
六
年
度
、
完
成
予
定

　

平
成
十
八
年
度
、
変
更
着

手
平
成
十
六
年
度
、
完
成

予
定
平
成
十
九
年
度
、
既

　

決
概
算
事
業
費
六
十
八
億

　

円
、
変
更
概
算
事
業
費
五

　

十
八
億
九
千
四
百
五
十
三

　

万
四
千
円

小松島雨水ポンプ場

小松島市教育委員会




